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総
務
常
任
委
員
会
は
、
佐

賀
県
小
城
市
と
熊
本
県
山
鹿

市
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
城
市
は
、
合
併
後
旧
役

場
を
利
用
し
行
政
部
門
を
複

数
の
庁
舎
に
分
散
さ
せ
る
分

庁
方
式
を
と
っ
て
い
た
が
、

合
併
後
５
年
を
め
ど
に
本
庁

方
式
移
行
及
び
庁
舎
建
設
の

検
討
に
入
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
庁
舎
組
織
に
よ
る
検

討
委
員
会
を
設
立
し
、
新
築

と
す
る
場
合
の
候
補
地
２
カ

所
と
既
存
庁
舎
を
活
用
す
る

１
カ
所
を
候
補
地
と
し
て
選

定
し
、
既
存
庁
舎
を
活
用
し

た
本
庁
方
式
と
す
る
こ
と
と

し
、
市
の
ほ
ぼ
中
心
地
に
位

置
す
る
三
日
月
庁
舎
の
活
用

増
築
を
決
定
し
て
い
る
。

　

組
織
に
つ
い
て
は
再
編
を

繰
り
返
し
、
合
併
前
36
課
あ

っ
た
課
が
27
課
に
再
編
さ
れ

て
い
る
。
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常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会
中
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
庁
舎
及
び
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
」、「
医
療
費
抑
制
の
た
め
の
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て
」、「
遊
休
農
地

の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
、
当
局
に
提
言
し
ま
し
た
。

◆
総
務
常
任
委
員
会
◆

庁
舎
及
び
組
織
の

　
　
　
　
在
り
方
に
つ
い
て

　

山
鹿
市
は
、
合
併
協
議
会

に
お
い
て
合
併
後
10
年
以
内

に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ

と
に
決
定
し
て
お
り
、
建
設

の
場
所
に
つ
い
て
は
、
当
初

熊
本
国
体
が
開
催
さ
れ
た
と

き
に
整
備
さ
れ
た
通
称
国
体

通
り
沿
い
の
３
カ
所
を
候
補

地
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
ま
ち
づ
く

り
三
法
の
改
正
に
よ
り
、
国

の
方
針
が
郊
外
に
薄
く
広
げ

て
い
く
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、

空
洞
化
し
つ
つ
あ
る
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
重
要
視
す

る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
山

鹿
市
庁
舎
跡
に
一
部
用
地
を

購
入
し
て
建
設
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
支
所
の
市
民
セ
ン

タ
ー
の
業
務
内
容
は
、
窓
口

業
務
の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
対
応
を
含
め
た
地
域
振
興

や
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の

業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
13
名
か
ら
15

名
の
職
員
配
置
と
な
っ
て
い

る
。

ー 

提 

言 

ー

⑴
組
織
に
つ
い
て
は
、
少
な

い
職
員
で
横
断
的
な
連
携
や

迅
速
な
意
思
決
定
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と
。

⑵
組
織
再
編
に
お
い
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

常
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
に
重
点
を
置

く
こ
と
。

⑶
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
来
訪
す
る
人
に
や
さ
し

く
効
率
的
で
機
能
性
を
重
視

し
た
つ
く
り
と
す
る
こ
と
。

⑷
庁
舎
建
設
に
向
け
た
検
討

委
員
会
を
、
今
後
５
年
後
く

ら
い
を
目
途
に
設
置
し
、
市

民
の
意
向
も
汲
み
入
れ
な
が

ら
、
慎
重
な
議
論
を
重
ね
る

こ
と
。

小城市役所での調査
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は

熊
本
県
玉
名
市
と
菊
池
市
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

玉
名
市
の
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
は
、
財
政
調

整
基
金
が
枯
渇
し
、
25
年
度

決
算
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
。
医
療
費
健
全
化
対
策
と

し
て
、
検
診
で
異
状
が
見
ら

れ
、
治
療
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
被
保
険
者
の
重
症
化
予

防
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
検
診
結
果
の
分
析

を
基
に
情
報
提
供
し
、
民
間

に
お
い
て
、
健
康
な
身
体
づ

く
り
に
対
す
る
競
争
心
を
喚

起
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

菊
池
市
の
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
は
、
高
齢
者

や
非
正
規
雇
用
者
、
税
負

担
能
力
の
高
く
な
い
被
保
険

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
毎
年

度
法
定
外
繰
入
金
を
計
上
し

な
い
と
予
算
が
組
め
な
い
状

況
で
あ
る
。
23
年
度
医
療
費

は
、
統
合
失
調
症
に
係
る
医

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

熊
本
県
天
草
市
と
大
津
町
で

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
草
市
は
、
農
業
委
員
自

主
活
動
と
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
栽

培
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
を

６
次
産
業
化
の
け
ん
引
役
と

位
置
付
け
、
天
草
市
オ
リ
ー

ブ
振
興
協
議
会
を
設
置
し
、

「
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
耕
作
放
棄
地

を
利
用
す
る
取
り
組
等
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
に
よ
る
成

果
は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生

と
と
も
に
地
域
の
方
に
農
業

委
員
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら

う
役
割
も
果
た
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
土
地
は
何
ら
か
の

悪
条
件
を
抱
え
た
農
地
の
た

め
、
一
時
的
な
再
生
は
で
き

て
も
、
数
年
後
に
は
元
の
荒

地
に
戻
っ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
津
町
は
、
天
草
市
と
同

様
に
農
業
委
員
が
サ
ト
イ
モ

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
◆

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
◆

医
療
費
抑
制
の
た
め
の

　 
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

遊
休
農
地
の
現
状
と

　
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

療
費
が
最
も
高
く
、
次
に
糖

尿
病
・
腎
臓
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
と
な
っ
て
い
る
。
24

年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は

29
・
２
％
で
、
受
診
結
果
を

も
と
に
し
た
訪
問
指
導
や
早

期
治
療
の
た
め
の
医
療
受
診

勧
奨
を
積
極
的
に
行
い
、
重

症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
13
年
度
か
ら
中
学
校
の

温
水
プ
ー
ル
や
市
内
ホ
テ
ル

の
大
浴
場
等
を
活
用
し
た
温

泉
・
温
水
運
動
教
室
を
実
施

し
、
助
成
を
し
て
い
た
が
、

21
年
度
か
ら
は
健
康
な
身
体

づ
く
り
に
自
立
し
て
取
り
組

む
自
主
講
座
と
し
て
継
続

し
、
リ
ー
ダ
ー
や
グ
ル
ー
プ

の
育
成
等
に
つ
い
て
、
市
が

側
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

⑴
医
療
費
の
現
状
分
析
結
果

や
国
保
税
額
を
市
民
に
示

し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

や
も
ち
米
を
植
え
る
な
ど
し

て
自
主
的
な
解
消
作
業
を
行

い
、
農
業
の
大
切
さ
を
知
る

食
農
教
育
に
役
立
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
だ
け
で

な
く
集
落
自
体
が
立
ち
い
か

な
く
な
る
と
の
危
機
感
か
ら
、

地
元
を
離
れ
た
若
者
が
就
農

を
志
す
場
の
確
保
と
し
て
平

成
25
年
に
町
内
12
の
集
落
営

農
組
織
が
再
編
統
合
し
、
熊

本
県
最
大
の
農
業
生
産
法
人

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
津
株
式

会
社
」
を
設
立
し
て
お
り
、

広
域
連
携
に
よ
る
作
業
の
効

率
化
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確

保
・
育
成
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
機
械
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
広
域
利
用
す
る

こ
と
で
単
位
面
積
当
た
り
の

コ
ン
バ
イ
ン
等
の
償
却
に
係

る
費
用
が
圧
縮
さ
れ
、
経
営

安
定
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ー 

提 

言 

ー

ー 

提 

言 

ー

危
機
的
状
況
を
周
知
徹
底
す

る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
抑

制
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑵
市
民
に
健
康
な
身
体
づ
く

り
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
校

区
、
地
区
ま
た
は
自
治
会
単

位
な
ど
に
よ
る
日
常
的
・
集

団
的
な
健
康
づ
く
り
を
積
極

的
に
啓
発
す
る
こ
と
。

⑶
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
保
健
指
導
の
充
実
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
保
健
推
進
員
は
、
市
民

の
健
康
な
身
体
づ
く
り
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
受
診
勧
奨
個
別
訪
問
や

健
康
知
識
の
普
及
に
引
き
続

き
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
受
診
率
向
上
と
生

活
習
慣
病
予
防
等
に
努
め
る

こ
と
。

⑴
必
要
に
応
じ
た
農
用
地
区

域
の
見
直
し
を
行
い
、
軽
作

業
で
耕
作
可
能
と
な
る
遊
休

農
地
に
つ
い
て
は
、
補
助
事

業
等
を
活
用
し
優
先
的
に
解

消
を
図
る
こ
と
。

⑵
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
単
独
助
成
の
拡
充
も

考
慮
し
な
が
ら
、
各
種
方
策

に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
。

⑶
集
落
営
農
組
織
の
育
成
や

農
業
法
人
化
へ
の
支
援
に
努

め
、
意
欲
あ
る
経
営
体
へ
の

農
地
集
積
等
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
。

⑷
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
、
遊
休
農
地
の
実
態
把

握
と
、
研
修
会
や
体
制
づ
く

り
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。


